
3　インターンシップ評価が採用・就職に活用される

『ジョブ型研究インターンシップ』

制度の特徴

とは産業界と大学が協力して実施する
長期・有給・ジョブ型のインターンシップ制度です。

大学 企業教育プログラムとして提携

して学生をサポート

雇用契約を締結し、実践的な

研究関連業務を実施

学生

インターンシップに参加

給与等を支給

1　長期・有給・ジョブ型のインターンシップ

2　正規の教育課程として実施

2ヶ月
以上

有給
が前提

ジョブ型
で選考・実施

契約に関するサポート
単位認定　等

評価書・評価証明書を発行

プログラム運営元
お問い合わせ

ジョブ型研究インターンシップ事務局
（マッチング支援機関：株式会社アカリク）
Email：job-internship@acaric.jp



参加するメリット
1. 給与と単位認定が得られる
　・日本学術振興会やその他研究支援金と併用して
　　収入を得ることが可能です。

2. 先端的な研究プロジェクトや
　 実践的な業務を体験できる
　・学生ー企業間で雇用契約を締結することで、秘匿情報の取り扱い
　　や施設・情報の利用権限などを厳密に定めることができ、
　　社員として業務に関わることができます。

3. 自らの専門性やスキルが
　 産業界でどう役に立つか体感できる
4.  チームで仕事を進める実践力を養成できる

インターンシップ参加学生の声

インターンシップ募集企業
ジョブ型研究インターンシップ推進協議会の参

画企業がインターンシップ募集を行います。
参画企業
旭化成株式会社 / 株式会社エア・リキード・ラボラトリーズ / SK弁理士法人 株式会社 /

EduLab / エリクソン・ジャパン株式会社 / 沖電気工業株式会社 / 花王株式会社研究開発部門

/ 川研ファインケミカル株式会社 / キヤノン株式会社 / 京セラ株式会社 / キリンホールディン

グス株式会社 / 株式会社QunaSys / ＫＨネオケム株式会社 / 一般社団法人構造物診断技術研

究会 / コニカミノルタ株式会社 / 株式会社サイバーエージェント / ＪＸ金属株式会社 / 塩野義

製薬株式会社 / 株式会社島津製作所 / シャープ株式会社 / 昭和電工株式会社 / 昭和電線ホール

ディングス株式会社 / 株式会社人機一体 / 住友化学株式会社 / 住友ベークライト株式会社 / セ

ントラル硝子株式会社 / ソフトバンク株式会社 / 第一生命保険株式会社 / 第一三共株式会社 /

株式会社ダイセル / 武田薬品工業株式会社 / 株式会社ちとせ研究所 / 中外製薬株式会社 / 東亞

合成株式会社 / 東京大学協創プラットフォーム開発株式会社 / 東レ株式会社 / トヨタ自動車

株式会社 / 日本電信電話株式会社 / 日本ガイシ株式会社 / パナソニック株式会社 / 株式会社日

立製作所 / 富士通株式会社 / 株式会社ブリヂストン / 三井化学株式会社 / 三井住友海上火災保

険株式会社 / 三井不動産株式会社 / 三菱ケミカル株式会社 / 三菱電機株式会社 / 三菱マテリア

ル株式会社 / 株式会社みずほフィナンシャルグループ

参加学生のコメント（※2021年度トライアル実施）
研究知識や技術を高めると同時に、企業内で働くとはどういうことかを体感で

きた。また、視野が広がり、大学での研究テーマの発展のさせ方など、参加前

よりも柔軟な考え方が出来るようになった。
自分の長所と短所を外部から評価してもらえて自信が持てるようになった。研

究に必要な技術や知識、考え方は、自分の専門分野以外にも繋がっていること

がわかった。

インターンシップ参加の流れ

システム登録 応募・選考 参加準備 終了後イ
ン
タ
ー
ン
参
加

協議会参画大学に周知

済の専用システムURL

より必要な情報を登録

します。
毎月初めに事務局によ

り開催される説明会に

もご参加ください。

掲載されているジョブ

ディスクリプションを

参考に応募インターン

を検討してください。
応募時には指導教員や

科目教員との相談が必

要です。

マッチングした企業と

各種契約書を締結しま

す。契約書は大学の担

当者と共にご確認くだ

さい。
企業から事前の研修資

料などが提供されま

す。

インターンの評価と

して、評価書・評価

証明書を企業から受

け取ります。
学内の単位認定にあ

たり成果報告等が必

要になることもあり

ます。

安全性やリスク分析に関する知識が深まり、将来のキャリアプランに関連する

業界の研究者の労働条件を非常によく理解することができました。
メンターの方はとても親切でした。プロジェクトの詳細について、ドメイン

（研究分野）の知識と技術的な側面の両方について、辛抱強く説明して頂きま

した。また、産業研究者としての経験も教えていただき、産業研究者の気持ち

がより理解できました。

2022年7月発行

インターンシップ情報の閲覧・応募は専用システムで行われます。登録用URLについ

て、ご所属の大学院の本インターンシップ担当窓口へお問い合わせください。

（令和4年7月6日時点、五十音順）


